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一般社団法人 交通科学研究会 



（一社）交通科学研究会 令和 2年度総会資料 第一号議案 

平成 31年度・令和元年度 会務報告 

 
Ⅰ．役員の選出・委嘱・交代 
 
1) 理事・監事の選出 
・ 第 4 期役員（理事・監事）の任期満了に伴い，選挙の結果，令和元年 6 月 24 日に開催され
た総会で下記の第 5期役員（理事・監事）が選出された． 
会長 篠原一光（大阪大学大学院人間科学研究科） 
副会長 飯田克弘（大阪大学大学院工学研究科） 
 東正訓（追手門学院大学心理学部） 
理事 小川圭一（立命館大学理工学部） 
 治部哲也（関西福祉科学大学健康福祉学部） 
 日野泰雄（大阪市立大学名誉教授） 
 柳原崇男（近畿大学理工学部） 
 山口直範（大阪国際大学人間科学部） 
 吉田長裕（大阪市立大学大学院工学研究科） 
 蓮花一己（帝塚山大学心理学部） 
監事 和田實（（一社）近畿建設協会） 

 
2) 幹事の委嘱 
・ 令和元年 7月 22日に開催された理事会で，下記の幹事の委嘱を行った． 
幹事 河本一郎（阪神高速道路（株）） 
 塩見康博（立命館大学理工学部） 
 平田洋子（パシフィックコンサルタンツ（株）） 
 布川貴一（大阪府都市整備部） 
 三谷哲雄（流通科学大学情報学部） 
 森畑正人（（株）修成建設コンサルタント） 
 山﨑浩気（（株）地域未来研究所） 
地域交流幹事 
 倉内文孝（岐阜大学大学院工学研究科） 
 山本俊行（名古屋大学未来材料・システム研究所） 
 吉村朋矩（福井工業大学工学部） 

 
3) 理事・監事・幹事の交代 
・ 特になし． 
 
4) 委員会の設置 
・ 特になし． 
 
5) 機関誌編集委員会の委員の委嘱 
・ 令和元年 7 月 22 日に開催された理事会で，下記の機関誌編集委員会の委員の委嘱を行った． 
委員長 小川圭一（立命館大学理工学部） 
委員 猪井博登（富山大学都市デザイン学部） 
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 内山伊知郎（同志社大学心理学部） 
 木村貴彦（関西福祉科学大学健康福祉学部） 
 太子のぞみ（同志社大学心理学部） 
 鳥牧昭夫（大阪府都市整備部） 
 東正訓（追手門学院大学心理学部） 
 布川貴一（大阪府都市整備部） 
 宮本和（大阪府都市整備部） 
 森泉慎吾（大阪大学大学院人間科学研究科） 
 柳原崇男（近畿大学理工学部） 
 山﨑浩気（（株）地域未来研究所） 

 
6) 機関誌編集委員会の委員の交代 
・ 特になし． 
 
Ⅱ．会員の入退会（平成 31年度・令和元年度）および会員数（令和 2年 3月 31日現在） 
 
1) 入会（平成 31年度・令和元年度） 
学生会員 ２名 
普通会員 ４名 
購読会員 ０名 
賛助会員 ２団体 

 
2) 退会（平成 31年度・令和元年度） 
学生会員 ０名 
普通会員 ８名 
購読会員 １１名 
賛助会員 ０団体 

 
3) 会員数（令和 2年 3月 31日現在） 
名誉会員 ８名 
終身会員 ５名 
学生会員 ８名 
普通会員 １１２名 
購読会員 ０名 
賛助会員 ３１団体 
特別会員 １５団体 

 
Ⅲ．研究会行事 
 
１．令和元年度定時総会 
日時：令和元年 6月 24日（月）19:00～20:00 
場所：大阪市立大学 梅田サテライト 107教室 
第 1号議案 平成 30年度会務報告 
第 2号議案 平成 30年度決算及び監査報告 
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平成 31年度・令和元年度 会務報告 

 
Ⅰ．役員の選出・委嘱・交代 
 
1) 理事・監事の選出 
・ 第 4 期役員（理事・監事）の任期満了に伴い，選挙の結果，令和元年 6 月 24 日に開催され
た総会で下記の第 5期役員（理事・監事）が選出された． 
会長 篠原一光（大阪大学大学院人間科学研究科） 
副会長 飯田克弘（大阪大学大学院工学研究科） 
 東正訓（追手門学院大学心理学部） 
理事 小川圭一（立命館大学理工学部） 
 治部哲也（関西福祉科学大学健康福祉学部） 
 日野泰雄（大阪市立大学名誉教授） 
 柳原崇男（近畿大学理工学部） 
 山口直範（大阪国際大学人間科学部） 
 吉田長裕（大阪市立大学大学院工学研究科） 
 蓮花一己（帝塚山大学心理学部） 
監事 和田實（（一社）近畿建設協会） 

 
2) 幹事の委嘱 
・ 令和元年 7月 22日に開催された理事会で，下記の幹事の委嘱を行った． 
幹事 河本一郎（阪神高速道路（株）） 
 塩見康博（立命館大学理工学部） 
 平田洋子（パシフィックコンサルタンツ（株）） 
 布川貴一（大阪府都市整備部） 
 三谷哲雄（流通科学大学情報学部） 
 森畑正人（（株）修成建設コンサルタント） 
 山﨑浩気（（株）地域未来研究所） 
地域交流幹事 
 倉内文孝（岐阜大学大学院工学研究科） 
 山本俊行（名古屋大学未来材料・システム研究所） 
 吉村朋矩（福井工業大学工学部） 

 
3) 理事・監事・幹事の交代 
・ 特になし． 
 
4) 委員会の設置 
・ 特になし． 
 
5) 機関誌編集委員会の委員の委嘱 
・ 令和元年 7 月 22 日に開催された理事会で，下記の機関誌編集委員会の委員の委嘱を行った． 
委員長 小川圭一（立命館大学理工学部） 
委員 猪井博登（富山大学都市デザイン学部） 
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 内山伊知郎（同志社大学心理学部） 
 木村貴彦（関西福祉科学大学健康福祉学部） 
 太子のぞみ（同志社大学心理学部） 
 鳥牧昭夫（大阪府都市整備部） 
 東正訓（追手門学院大学心理学部） 
 布川貴一（大阪府都市整備部） 
 宮本和（大阪府都市整備部） 
 森泉慎吾（大阪大学大学院人間科学研究科） 
 柳原崇男（近畿大学理工学部） 
 山﨑浩気（（株）地域未来研究所） 

 
6) 機関誌編集委員会の委員の交代 
・ 特になし． 
 
Ⅱ．会員の入退会（平成 31年度・令和元年度）および会員数（令和 2年 3月 31日現在） 
 
1) 入会（平成 31年度・令和元年度） 
学生会員 ２名 
普通会員 ４名 
購読会員 ０名 
賛助会員 ２団体 

 
2) 退会（平成 31年度・令和元年度） 

学生会員 ０名 
普通会員 ８名 
購読会員 １１名 
賛助会員 ０団体 

 
3) 会員数（令和 2年 3月 31日現在） 

名誉会員 ８名 
終身会員 ５名 
学生会員 ８名 
普通会員 １１２名 
購読会員 ０名 
賛助会員 ３１団体 
特別会員 １５団体 

 
Ⅲ．研究会行事 
 
１．令和元年度定時総会 

日時：令和元年 6月 24日（月）19:00～20:00 
場所：大阪市立大学 梅田サテライト 107教室 
第 1号議案 平成 30年度会務報告 
第 2号議案 平成 30年度決算及び監査報告 
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第 3号議案 令和元年度・2年度（第 5期）理事及び会計監事（案） 
第 4号議案 令和元年度活動方針（案） 
第 5号議案 令和元年度予算（案） 
第 6号議案 定款の一部変更 
第 7号議案 その他 
出席者数：正会員 70名（当日出席者 16名，委任状提出者 54名）  

 
 
２．設立 50周年記念事業 

日時：令和元年 9月 24日（火）13:30～17:30，18:00～20:00 
場所：ヴィアーレ大阪 ホール・エメラルド 
共催：（一財）都市技術センター 
テーマ：より安全な道路交通を目指して ～国や地域で変わる交通のかたちを考える～ 
内容： 

1) 交科研の 50年を振り返って（大阪市立大学名誉教授 日野泰雄） 
2) 特別講演「外国人ドライバーから見た日本の道路交通」（モータージャーナリス
ト・日本自動車ジャーナリスト協会 菰田潔氏） 

3) 記念シンポジウム： 
1) 地域の特性を踏まえた交通安全研究はなぜ必要か？（帝塚山大学 蓮花一己） 
2) 道路の地域性と事故リスク（立命館大学 塩見康博） 
3) 奈良県の高齢者横断事故の実態と原因（追手門学院大学 東正訓，大阪国際大学 
山口直範） 

4) 滋賀県の交通安全文化「飛び出し坊や」の実態調査（立命館大学 小川圭一） 
4) パネルディスカッション 

参加者数：115名（会員・非会員含む） 
 
３．令和元年度研究発表会 

日時：令和元年 12月 12日（木）10:45～17:00 
場所：大阪市立大学 梅田サテライト 101教室 
発表数：特別会員・賛助会員 2件 

1) 国道 2 号七宮交差点における交通事故対策について（国土交通省近畿地方整備
局兵庫国道事務所 竹井宏和氏） 

2) 日本損害保険協会における交通事故防止事業（日本損害保険協会業務企画部防
災・安全グループ 今村健二氏） 

一般会員 8件 
優秀発表賞受賞者：石原雅晃氏（阪神高速道路株式会社） 
参加者数：25名（会員・非会員含む） 

 
４．研究討論会 

開催なし． 
 
５．研究談話会 

開催なし． 
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６．地域交流会 
日時：令和元年 8月 2日（金）14:00～16:50 
場所：鳥取県立生涯学習センター県民ふれあい会館（鳥取県鳥取市） 
テーマ：高齢者の交通行動と社会基盤を考える 
内容： 

1) 「人口減少時代の地方都市のまちづくり」研究（鳥取大学 福山敬氏） 
2) 地方都市中心市街地における空間構造と賑わいの関連分析（鳥取大学 大平悠季氏） 
3) 探索行動からの交通行動特性の把握（鳥取大学 桑野将司氏） 
4) 自動車運転外来（高知工科大学 朴啓彰氏） 
5) 認知症予防と自動車運転（鳥取大学 浦上克哉氏） 

参加者数：１９名（会員・非会員含む） 
 
Ⅳ．研究会活動 
 
1) 研究助成 
・ 1件（10万円）の研究助成の募集を行ったが，申請者はなかった． 
 
2) 広報活動 
・ 研究会ホームページによって情報発信を行った． 
・ ニュースレター（印刷版）を 1回，メールニュースを 14回発行した． 
・ 建設技術展 2019（令和元年 10 月 23 日（水）・24 日（木），大阪市で開催）へのパネル展
示を行った． 

 
Ⅴ．編集委員会関係 
 
1) 機関誌の発行 
① 「交通科学」Vol.49, No.2，令和元年 7月 22日発行 
特集 都市の道路空間 

② 「交通科学」Vol.50, No.1，令和 2年 1月 31日発行（J-Stage） 
特集 観光と交通 

③ 「交通科学」Vol.50, No.2，令和 2年 4月 15日発行（J-Stage） 
特集 交通科学研究会創立 50周年記念特集 

 
Ⅵ．役員会等の開催 
 
1) 理事会・運営委員会 
① H31.4.26 ② R1.5.20 ③ R1.6.24 ④ R1.7.22 ⑤ R1.8.27 
⑥ R1.10.30 ⑦ R2.1.30 ⑧ R2.3.19 

 
2) 機関誌編集委員会 
① H31.4.17 ② R1.7.10 ③ R1.9.19 ④ R2.3.9 

 
3) 新年交礼会 

R2.1.30 



（一社）交通科学研究会 令和 2年度総会資料 第一号議案 

第 3号議案 令和元年度・2年度（第 5期）理事及び会計監事（案） 
第 4号議案 令和元年度活動方針（案） 
第 5号議案 令和元年度予算（案） 
第 6号議案 定款の一部変更 
第 7号議案 その他 
出席者数：正会員 70名（当日出席者 16名，委任状提出者 54名）  

 
 
２．設立 50周年記念事業 

日時：令和元年 9月 24日（火）13:30～17:30，18:00～20:00 
場所：ヴィアーレ大阪 ホール・エメラルド 
共催：（一財）都市技術センター 
テーマ：より安全な道路交通を目指して ～国や地域で変わる交通のかたちを考える～ 
内容： 

1) 交科研の 50年を振り返って（大阪市立大学名誉教授 日野泰雄） 
2) 特別講演「外国人ドライバーから見た日本の道路交通」（モータージャーナリス
ト・日本自動車ジャーナリスト協会 菰田潔氏） 

3) 記念シンポジウム： 
1) 地域の特性を踏まえた交通安全研究はなぜ必要か？（帝塚山大学 蓮花一己） 
2) 道路の地域性と事故リスク（立命館大学 塩見康博） 
3) 奈良県の高齢者横断事故の実態と原因（追手門学院大学 東正訓，大阪国際大学 
山口直範） 

4) 滋賀県の交通安全文化「飛び出し坊や」の実態調査（立命館大学 小川圭一） 
4) パネルディスカッション 

参加者数：115名（会員・非会員含む） 
 
３．令和元年度研究発表会 

日時：令和元年 12月 12日（木）10:45～17:00 
場所：大阪市立大学 梅田サテライト 101教室 
発表数：特別会員・賛助会員 2件 

1) 国道 2 号七宮交差点における交通事故対策について（国土交通省近畿地方整備
局兵庫国道事務所 竹井宏和氏） 

2) 日本損害保険協会における交通事故防止事業（日本損害保険協会業務企画部防
災・安全グループ 今村健二氏） 

一般会員 8件 
優秀発表賞受賞者：石原雅晃氏（阪神高速道路株式会社） 
参加者数：25名（会員・非会員含む） 

 
４．研究討論会 

開催なし． 
 
５．研究談話会 

開催なし． 
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６．地域交流会 
日時：令和元年 8月 2日（金）14:00～16:50 
場所：鳥取県立生涯学習センター県民ふれあい会館（鳥取県鳥取市） 
テーマ：高齢者の交通行動と社会基盤を考える 
内容： 

1) 「人口減少時代の地方都市のまちづくり」研究（鳥取大学 福山敬氏） 
2) 地方都市中心市街地における空間構造と賑わいの関連分析（鳥取大学 大平悠季氏） 
3) 探索行動からの交通行動特性の把握（鳥取大学 桑野将司氏） 
4) 自動車運転外来（高知工科大学 朴啓彰氏） 
5) 認知症予防と自動車運転（鳥取大学 浦上克哉氏） 

参加者数：１９名（会員・非会員含む） 
 
Ⅳ．研究会活動 
 
1) 研究助成 
・ 1件（10万円）の研究助成の募集を行ったが，申請者はなかった． 
 
2) 広報活動 
・ 研究会ホームページによって情報発信を行った． 
・ ニュースレター（印刷版）を 1回，メールニュースを 14回発行した． 
・ 建設技術展 2019（令和元年 10 月 23 日（水）・24 日（木），大阪市で開催）へのパネル展
示を行った． 

 
Ⅴ．編集委員会関係 
 
1) 機関誌の発行 
① 「交通科学」Vol.49, No.2，令和元年 7月 22日発行 
特集 都市の道路空間 

② 「交通科学」Vol.50, No.1，令和 2年 1月 31日発行（J-Stage） 
特集 観光と交通 

③ 「交通科学」Vol.50, No.2，令和 2年 4月 15日発行（J-Stage） 
特集 交通科学研究会創立 50周年記念特集 

 
Ⅵ．役員会等の開催 
 
1) 理事会・運営委員会 
① H31.4.26 ② R1.5.20 ③ R1.6.24 ④ R1.7.22 ⑤ R1.8.27 
⑥ R1.10.30 ⑦ R2.1.30 ⑧ R2.3.19 

 
2) 機関誌編集委員会 
① H31.4.17 ② R1.7.10 ③ R1.9.19 ④ R2.3.9 

 
3) 新年交礼会 

R2.1.30 
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(1) 収　　入

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令和元年度
決 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

会 費 1,234,000 1,176,000 △ 58,000
会 費

普 通 会 費 600,000 560,000 △ 40,000 (112名)×@5000

賛 助 会 費 620,000 600,000 △ 20,000 (31団体合計)

購 読 会 費 0 0 0
学 生 会 費 14,000 16,000 2,000 (８名×@2000)

雑 収 入 10,000 23,931 13931
雑 収 入

雑 収 入 10,000 23,931 13931 利息他

研 究 収 入 0 0 0
受 託 収 入

受 託 収 入 0 0 0

行 事 参 加 費 220,000 126,000 △ 94,000 発表会・交礼会等

行 事 参 加 費 (内新年互礼会102000)

行 事 参 加 費 220,000 126,000 △ 94,000 (内行事収入24000)

1,464,000 1,325,931 △ 138,069

0 280,476 280,476 都市技術センター案分

0 0 0

合      計 1,464,000 1,606,407 142,407

(2) 支　　出

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令和元年度
決 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

事 務 費 485,400 479,776 △ 5,624
事 務 費 事 務 委 託 費 410,400 410,400 0

通 信 費 20,000 36,166 16,166 周年事業案内による送料増等

消 耗 品 費 20,000 0 △ 20,000
雑 費 35,000 33,210 △ 1,790 CPD、ZOOM、総会・振込手数料等

会 議 費 230,000 192,160 △ 37,840
会 議 費 総 会 費 10,000 10,000 0

理 事・ 運営 委員 会費 30,000 20,000 △ 10,000
編 集 委 員 会 費 10,000 7,320 △ 2,680

行 事 費 180,000 154,840 △ 25,160
発表会・地域交流会・交礼会・謝
礼等

研 究 費 100,000 0 △ 100,000
研 究 費

研 究 助 成 費 100,000 0 △ 100,000
研 究 費

広 告 宣 伝 費 105,000 73,760 △ 31,240
広 告 宣 伝 費 年 会 費 ・ 拠 出 金 50,000 50,000 0 関西交通経済年会費

パ ン フ レ ッ ト 作 成 費 30,000 0 △ 30,000
ホームページ維持費 25,000 23,760 △ 1,240 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞ・ﾄﾞﾒｲﾝ更新

機 関 誌 発 行 費 188,600 57,770 △ 130,830
機 関 誌 発 行 費

交 通 科 学 発 行 費 188,600 57,770 △ 130,830 「交通科学」記念号テープ起こし

租 税 公 課 70,000 70,000 0
府 民 税

法 人 府 民 税 20,000 20,000 0
市 民 税 市 民 税 50,000 50,000 0

50 周 年 事 業 費 285,000 560,952 275,952 事業費按分前の立替総額

繰越金 171,989 171,989

1,464,000 1,606,407 142,407合　　　　計

令和元年度　　決算

摘　　　要

当期収入合計

50周年事業収入

積立金取崩し

摘　　　要

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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※ ※
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※ ※
※ ※
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※ ※
※ ※
※ ※
※ 自　　平成　31年　4月　 1日 ※
※ ※
※ 至　　令和　 2年　3月　31日 ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ 大阪市平野区西脇１丁目１番２号 ※
※ ミヤコ三愛ビル５階 ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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(一社)交通科学研究会　令和2年度総会資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二号議案

(1) 収　　入

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令和元年度
決 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

会 費 1,234,000 1,176,000 △ 58,000
会 費

普 通 会 費 600,000 560,000 △ 40,000 (112名)×@5000

賛 助 会 費 620,000 600,000 △ 20,000 (31団体合計)

購 読 会 費 0 0 0
学 生 会 費 14,000 16,000 2,000 (８名×@2000)

雑 収 入 10,000 23,931 13931
雑 収 入

雑 収 入 10,000 23,931 13931 利息他

研 究 収 入 0 0 0
受 託 収 入

受 託 収 入 0 0 0

行 事 参 加 費 220,000 126,000 △ 94,000 発表会・交礼会等

行 事 参 加 費 (内新年互礼会102000)

行 事 参 加 費 220,000 126,000 △ 94,000 (内行事収入24000)

1,464,000 1,325,931 △ 138,069

0 280,476 280,476 都市技術センター案分

0 0 0

合      計 1,464,000 1,606,407 142,407

(2) 支　　出

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令和元年度
決 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

事 務 費 485,400 479,776 △ 5,624
事 務 費 事 務 委 託 費 410,400 410,400 0

通 信 費 20,000 36,166 16,166 周年事業案内による送料増等

消 耗 品 費 20,000 0 △ 20,000
雑 費 35,000 33,210 △ 1,790 CPD、ZOOM、総会・振込手数料等

会 議 費 230,000 192,160 △ 37,840
会 議 費 総 会 費 10,000 10,000 0

理 事・ 運営 委員 会費 30,000 20,000 △ 10,000
編 集 委 員 会 費 10,000 7,320 △ 2,680

行 事 費 180,000 154,840 △ 25,160
発表会・地域交流会・交礼会・謝
礼等

研 究 費 100,000 0 △ 100,000
研 究 費

研 究 助 成 費 100,000 0 △ 100,000
研 究 費

広 告 宣 伝 費 105,000 73,760 △ 31,240
広 告 宣 伝 費 年 会 費 ・ 拠 出 金 50,000 50,000 0 関西交通経済年会費

パ ン フ レ ッ ト 作 成 費 30,000 0 △ 30,000
ホームページ維持費 25,000 23,760 △ 1,240 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞ・ﾄﾞﾒｲﾝ更新

機 関 誌 発 行 費 188,600 57,770 △ 130,830
機 関 誌 発 行 費

交 通 科 学 発 行 費 188,600 57,770 △ 130,830 「交通科学」記念号テープ起こし

租 税 公 課 70,000 70,000 0
府 民 税

法 人 府 民 税 20,000 20,000 0
市 民 税 市 民 税 50,000 50,000 0

50 周 年 事 業 費 285,000 560,952 275,952 事業費按分前の立替総額

繰越金 171,989 171,989

1,464,000 1,606,407 142,407合　　　　計

令和元年度　　決算

摘　　　要

当期収入合計

50周年事業収入

積立金取崩し

摘　　　要

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
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※ ※
※ ※
※ 自　　平成　31年　4月　 1日 ※
※ ※
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※ ※
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※ ※
※ ※
※ ※
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※ ※
※ ※
※ 大阪市平野区西脇１丁目１番２号 ※
※ ミヤコ三愛ビル５階 ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※ ※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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（単位：円）

普 通 会 員 受 取 会 費 560,000

賛 助 会 員 受 取 会 費 600,000

購 読 会 員 受 取 会 費 0

学 生 会 員 受 取 会 費 16,000

雑 収 入 23,931

行 事 参 加 費 126,000

50 周 年 事 業 収 入 280,476

【 収 入 合 計 】 1,606,407

1,434,418

経 常 利 益 171,989

【 経 常 費 用 】

自　　平成　31年　4月　1日

 損 益 計 算 書

至　　令和　　2年　3月 31日

科　　　　　目 金　　　　額

（単位：円）

科　　　　　目 金　　　　額 科　　　　　目 金　　　　額

【　現　金　・　預　金　】 【 2,163,685 】

郵　便　振　替 379,020 前　期　繰　越　金 991,696

りそな銀行普通預金 784,665 寄　　　　付　　　　金 1,000,000

りそな銀行定期預金 1,000,000 当　期　利　益　額 171,989

資　　産　　合　　計 2,163,685 正　味　財　産　合　計 2,163,685

貸　借　対　照　表

令和2年3月31日　現在

資　　　産　　　の　　　部 正　　味　　財　　産　　の　　部



（単位：円）

普 通 会 員 受 取 会 費 560,000

賛 助 会 員 受 取 会 費 600,000

購 読 会 員 受 取 会 費 0

学 生 会 員 受 取 会 費 16,000

雑 収 入 23,931

行 事 参 加 費 126,000

50 周 年 事 業 収 入 280,476

【 収 入 合 計 】 1,606,407

1,434,418

経 常 利 益 171,989

【 経 常 費 用 】

自　　平成　31年　4月　1日

 損 益 計 算 書

至　　令和　　2年　3月 31日

科　　　　　目 金　　　　額

（単位：円）

科　　　　　目 金　　　　額 科　　　　　目 金　　　　額

【　現　金　・　預　金　】 【 2,163,685 】

郵　便　振　替 379,020 前　期　繰　越　金 991,696

りそな銀行普通預金 784,665 寄　　　　付　　　　金 1,000,000

りそな銀行定期預金 1,000,000 当　期　利　益　額 171,989

資　　産　　合　　計 2,163,685 正　味　財　産　合　計 2,163,685

貸　借　対　照　表

令和2年3月31日　現在

資　　　産　　　の　　　部 正　　味　　財　　産　　の　　部



（単位：円）

事 務 費 479,776

会 議 費 192,160

研 究 費 0

広 告 宣 伝 費 73,760

機 関 誌 発 行 費 57,770

租 税 公 課 70,000

50 周 年 事 業 費 560,952

1,434,418

1,434,418合　　　　　　　　　　　　計

経　　常　　費　　用

自　　平成　31年　4月　 1日

至　　令和　 2年　3月　31日

科　　　　　目 金　　　　額

 

財 産 目 録 

 

令和 2年 3月 31日 

 

現金預金 

 (1) りそな銀行平野支店 普通預金             784,665 円 

(2) 平野郵便振替預金                   379,020円 

計                      1,163,685円 

 

特別研究基金 

(1)  りそな銀行平野支店 定期預金             1,000,000円 

 

合 計                       2,163,685円 

 



（単位：円）

事 務 費 479,776

会 議 費 192,160

研 究 費 0

広 告 宣 伝 費 73,760

機 関 誌 発 行 費 57,770

租 税 公 課 70,000

50 周 年 事 業 費 560,952

1,434,418

1,434,418合　　　　　　　　　　　　計

経　　常　　費　　用

自　　平成　31年　4月　 1日

至　　令和　 2年　3月　31日

科　　　　　目 金　　　　額

 

財 産 目 録 

 

令和 2年 3月 31日 

 

現金預金 

 (1) りそな銀行平野支店 普通預金             784,665 円 

(2) 平野郵便振替預金                   379,020円 

計                      1,163,685円 

 

特別研究基金 

(1)  りそな銀行平野支店 定期預金             1,000,000円 

 

合 計                       2,163,685円 

 



（一社）交通科学研究会 令和２年度総会資料                 第三号議案 

  

 

2020 年度 活動方針（案） 

 

Ⅰ．活動基本方針 
1） 交通科学という工学、心理学、人間工学等の都市あるいは地域を対象とした学際的領域

において、多様な関係機関の連携の下で公益性の高い研究活動を行い、社会に貢献する。 
2） そのため、関係機関との共同研究あるいは受託研究を通して社会との交流を深める。特

に、若い会員の積極的な参加と活動を促進する。 
3） 上記活動を十分に遂行できるための財政的基盤を強固にする。 

Ⅱ．活動計画 
1）総会 

・ 春に開催する。 
2）研究発表会 

・ 研究成果の発表、意見交換を目的として年 1 回開催する。 
3）シンポジウム、研究討論会、研究談話会 

・ 研究活動に基づく提言を、社会に積極的に発信する。 
・ オンライン開催など参加が容易な形態について企画・試行する。 

4）地域交流会 
・ 各地域で活躍する関係者の協力を得て、当該地域の研究者や実務者との交流を深めるた

めの活動を行う。 
5）機関誌の発行 

・ 機関誌「交通科学」を年 2 号発行する（J-STAGE 掲載）。 
・ 学術誌としての評価の向上をさらに図る。 

6）助成研究 
・ 会員個人が行う研究について年 1 件助成する。 

7）広報活動および会員サービスの充実 
・ 研究会ホームページの充実、ニュースの発行など、研究会の広報に力を入れる。 
・ 行事の継続教育（CPD）認定を進める。 

8）会員増強 
・ 普通会員、学生会員、特別会員、賛助会員の増加を図る。 
・ 卒業・修了に伴う学生会員の退会を抑制し、普通会員への資格変更を促すための制度を

検討する。 
9）財務改善・強化 

・ 活動内容の見直しを行い経費削減に務める。 
・ 研究会行事の一部有料化など有料事業を拡大する。 
・ 特別会員および賛助会員等からの受託研究実施に向けた取り組みを進める。 
・ 競争的資金の獲得に向けた取り組みを進める。 

10）その他 
・ 上記に加え、研究会が必要とする活動を行う。 



（一社）交通科学研究会 令和２年度総会資料                 第三号議案 

  

 

2020 年度 活動方針（案） 

 

Ⅰ．活動基本方針 
1） 交通科学という工学、心理学、人間工学等の都市あるいは地域を対象とした学際的領域

において、多様な関係機関の連携の下で公益性の高い研究活動を行い、社会に貢献する。 
2） そのため、関係機関との共同研究あるいは受託研究を通して社会との交流を深める。特

に、若い会員の積極的な参加と活動を促進する。 
3） 上記活動を十分に遂行できるための財政的基盤を強固にする。 

Ⅱ．活動計画 
1）総会 

・ 春に開催する。 
2）研究発表会 

・ 研究成果の発表、意見交換を目的として年 1 回開催する。 
3）シンポジウム、研究討論会、研究談話会 

・ 研究活動に基づく提言を、社会に積極的に発信する。 
・ オンライン開催など参加が容易な形態について企画・試行する。 

4）地域交流会 
・ 各地域で活躍する関係者の協力を得て、当該地域の研究者や実務者との交流を深めるた

めの活動を行う。 
5）機関誌の発行 

・ 機関誌「交通科学」を年 2 号発行する（J-STAGE 掲載）。 
・ 学術誌としての評価の向上をさらに図る。 

6）助成研究 
・ 会員個人が行う研究について年 1 件助成する。 

7）広報活動および会員サービスの充実 
・ 研究会ホームページの充実、ニュースの発行など、研究会の広報に力を入れる。 
・ 行事の継続教育（CPD）認定を進める。 

8）会員増強 
・ 普通会員、学生会員、特別会員、賛助会員の増加を図る。 
・ 卒業・修了に伴う学生会員の退会を抑制し、普通会員への資格変更を促すための制度を

検討する。 
9）財務改善・強化 

・ 活動内容の見直しを行い経費削減に務める。 
・ 研究会行事の一部有料化など有料事業を拡大する。 
・ 特別会員および賛助会員等からの受託研究実施に向けた取り組みを進める。 
・ 競争的資金の獲得に向けた取り組みを進める。 

10）その他 
・ 上記に加え、研究会が必要とする活動を行う。 



(一社)交通科学研究会　令和2度総会資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第四号議案

(1) 収　　入

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令 和 2 年 度
予 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

会 費 1,234,000 1,198,000 △ 36,000
会 費

普 通 会 費 600,000 570,000 △ 30,000 5,000円×114名

賛 助 会 費 620,000 610,000 △ 10,000 32団体

学 生 会 費 14,000 18,000 4,000 2,000円×9名

雑 収 入 10,000 5,000 △ 5,000
雑 収 入

雑 収 入 10,000 5,000 △ 5,000 利息等

研 究 収 入 0 0 0
受 託 収 入

受 託 収 入 0 0 0

行 事 参 加 費 220,000 100,000 △ 120,000
行 事 参 加 費

行 事 参 加 費 220,000 100,000 △ 120,000 発表会・討論会・交礼会参加費

1,464,000 1,303,000 △ 161,000

0 0 0

合      計 1,464,000 1,303,000 △ 161,000

(2) 支　　出

科　　　　　　　　　　目
令和元年度
予 算 額

令 和 2 年 度
予 算 額

増 減 額

款 項 目 （円） （円） （円）

事 務 費 485,400 495,400 10,000
事 務 費 事 務 委 託 費 410,400 410,400 0 事務局委託費

通 信 費 20,000 20,000 0 送料等

消 耗 品 費 20,000 30,000 10,000 封筒等

雑 費 35,000 35,000 0 CPD、ZOOM、振込手数料等

会 議 費 230,000 190,000 △ 40,000
会 議 費 総 会 費 10,000 0 △ 10,000

理 事・ 運営 委員 会費 30,000 20,000 △ 10,000
編 集 委 員 会 費 10,000 20,000 10,000

行 事 費 180,000 150,000 △ 30,000
発表会・討論会・談話会・地域交
流会・交礼会等

研 究 費 100,000 100,000 0
研 究 費

研 究 助 成 費 100,000 100,000 0
研 究 費 0 0 0 受託研究予定無し

広 告 宣 伝 費 105,000 105,000 0
広 告 宣 伝 費 年 会 費 ・ 拠 出 金 50,000 50,000 0 関西交通経済C会費

パ ン フ レ ッ ト 作 成 費 30,000 30,000 0
ホームページ維持費 25,000 25,000 0 レンタルサーバ、ドメイン更新

機 関 誌 発 行 費 188,600 0 △ 188,600
機 関 誌 発 行 費

交 通 科 学 発 行 費 188,600 0 △ 188,600

租 税 公 課 70,000 70,000 0
府 民 税

法 人 事 業 税 20,000 20,000 0
市 民 税 市 民 税 50,000 50,000 0

繰越金 342,600 342,600

1,464,000 1,303,000 △ 161,000

令和2年度　　予算 (案)

合　　　　計

個人研究助成（100,000*1）

摘　　　要

摘　　　要

調整

当期収入合計

積立金取崩し


